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【調査研究の概要】

1.福島第一原発事故を受け、中国電力が埋立て工事を中止している情勢下で新たな生態系の解明に努めました。

2012 年度は従来から継続しているカンムリウミスズメ（計 22 回）オオミズナギドリ（計 9 回）カラスバト（計

2 回）海藻（計 2 回）植生（計 2 回）の各調査に加え、魚類や宇和島での貝類・ゴカイ・昆虫調査に新たに着手

しました。宇和島の貝類調査で環境省 R.D.B.登載種を確認したことが成果です。

①カンムリウミスズメ―上関周辺での繁殖を確認するため海外研究者 3 名の協力を得てテレメトリ追跡（世界

初の手法）調査を行いました。繁殖地の確認はできませんでしたが、捕獲した 3 個体すべてに抱卵斑があり繁

殖可能性が高いという結果を得ました。②オオミズナギドリ―宇和島個体群の特異性として 2011 年度に親鳥の

採餌域が世界最少であることを確認しましたが、2012 年度は雌雄の採餌パターンも他地域と異なることがわか

りました。③魚類―2012 年 6 月に初めて着手し、上関周辺では冬期に黒潮の影響が弱まり水温が下がるため、

中間温帯区に属することがわかりました。④希少貝類―1999 年からの調査で確認された希少貝類のうち、37

種が第 4 次環境省 R.D.B.に登載されました。⑤希少海藻―2011 年に長島の自然を守る会が確認し、中国電力に

追加調査を要請した海藻が国内初記録種の「バウチェリア・ピロポロイデス」であることが確認されました。

2.普及活動の成果では①調査サポート体制の拡がり②フィールドワークの充実や各地での講演が挙げられます。

【調査研究の経過】

1.カンムリウミスズメ調査（通年）で繁殖可能性を示唆する結果を得た

2. 2011 年 4 月~10 月オオミズナギドリの雌雄の採餌パターンの特徴を把握

3.2012 年 6 月 初めて魚類調査に着手

4.観察会（計 10 回開催、延べ参加者 名）

【今後の展望など】

上関原発計画を中止させ、原発に頼らない町作りのために①カンムリウミスズメ・オオミズナギドリ・カラスバ

ト・魚類・スナメリなど生態系解明の充実②未利用海藻の商品化・海産物の産直など産業活性化への寄与③上関

周辺を海域公園指定や世界遺産に登録する道筋作りが急務です。
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